
施策カルテ １ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

ハザードマップの活用　：水害リスクを
周知して適切な避難を促す

・内水・ため池ハザードマップの公表

・治水・土砂災害対策

河川の管理 ：安定した流量を確保す
る

・降雨前の事前放流によるため池の低水位管理の
推進

ため池の治水活用　：ため池の洪水
調節機能を有効に活用する

・防災上重要なため池の老朽対策
ため池の治水活用　：ため池の役割
を明確にする

・川底の掘削などの河川の改修、維持管理
（西除川ブロック河川整備計画）

狭山池の治水利用　：利水容量を洪
水調節に活用する

・雨水貯留による水害の防止
（狭山池の事前放流）

・ため池の治水活用

・ため池の状態・機能の整理

理想の姿 雨による水害を減らす　～安心に暮らせる～  SDGs

　気候変動による浸水被害の増加の可能性があります。

　☑水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　上下流域や様々な要素を一体に捉える流域治水により、効果的に浸水被害を低減します。

実現する姿 主な取組み 確認結果

水から守る取組み

企画・提案・要望等

・防災上重要なため池の耐震診断

・防災マップの作成

・対象施設による避難確保計画作成と訓練の実施

・水害時の避難活動（コミュニティタイムラインの作
成）



実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）
実現する姿 主な取組み 確認結果企画・提案・要望等

雨水対策の高度化　：市街地の浸水
被害をなくす

・マネジメント方策に関する検討

農業用施設の治水利用　：ため池・農
業用水路の治水機能を活用する

・地域防災力の育成・強化
（地域防災推進リーダー育成事業、自主防災組織
育成事業）

地域防災力の育成・強化　：自分自
身や家族の命と財産を守る

水を活かす取組み

水を育む取組み

雨水対策の高度化　：流域内の関係
者と流域治水を進める

・河川の洪水リスク周知

・雨量の観測

・研修・避難訓練の実施

・流域全体で水害を軽減させる治水対策
（大和川水系流域治水プロジェクト）

・下水道の雨水整備
（下水道総合地震対策事業、ストックマネジメント計
画事業）

・農業用排水施設の老朽化対策
（農業用施設整備事業）

・持続可能な下水道事業の運営
（公共下水道施設包括的維持管理事業）

・下水道広報活動の推進



施策カルテ ２ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）
企画・提案・要望等

・市防災公園への緊急貯水槽の設置
非常時の備え　：災害時においても良
好な環境を確保する

災害時に使用可能な井戸の登録

・農業用水の非常時防火用水利用

・高度処理水供給施設（Q水くん）の設置

確認結果

・下水処理水の再利用による農業用水等確保・利
用

・災害用マンホールトイレの整備

・街路樹への散水で下水処理水を利用

　☑水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　水資源の持つ多面的な要素を最大限に活用することにより、水を大切に扱います。

理想の姿 水をさまざまな形で活用する～水を大切につかう～  SDGs

　環境変化により健全な水循環が損なわれ、水が利用できなくなる可能性があります。

実現する姿 主な取組み

水から守る取組み

・ため池の状態・機能の整理（再掲）

ため池の有効利用　：利用できる水を
把握する

・雨量の観測（再掲）

・防災上重要なため池の老朽対策（再掲）

・防災上重要なため池の耐震診断（再掲）

ため池の有効利用　：ため池を効果
的に利用する

水を活かす取組み

水の多目的利用・再利用 　：利用の
あり方を広げる



実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）
企画・提案・要望等 確認結果実現する姿 主な取組み

・ため池等での高所樹木剪定等の維持管理

・農業用ため池や水路施設改修による長寿命化・
防災減災対策

利水施設の維持・保全　：農業用水を
安定して利用する

・下水管（汚水）及び水みらいセンターの改築更新
及び整備（下水道総合地震対策事業、ストックマネ
ジメント計画事業など）
・持続可能な下水道事業の運営（再掲）

（公共下水道施設包括的維持管理事業）

・下水道広報活動の推進（再掲）

利水施設の維持・保全　：上下水道を
安定して利用する

水を育む取組み

処理水の再利用　：処理水を施設で
利用する

・狭山水みらいセンター（せせらぎの丘・かがやき広
場）

・上下水道施設の維持・保全

・暗渠等の農業用水設備の維持管理

自然エネルギ―の活用　：水辺空間
などを有効に活用する

・施設の有効利用によるエネルギー生産
（公共施設内空間での太陽光発電など）



施策カルテ ３ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

・水に関するデジタル教材の貸与

学校での水に関する学習　：子どもた
ちの理解を深める

・大阪府立狭山池博物館の見学

・水みらいセンターなど下水道施設の見学
施設見学による学習　：体感しながら
学ぶ機会を提供する

・身近な水辺の生き物調査

・自然体験学習

・狭山池シンポジウムの実施

・水循環学習会の開催

水教育イベントの実施　：水に対する
関心を高める

実現する姿 主な取組み

水を育む取組み

・水に関する出前講座

・浄水場など上水道施設の見学

・「私の水辺」大発表会

・水に関する郷土資料の展示

・環境に関するワークショップの開催

　☑水から守る 　□水を活かす 　☑水を育む

　健全な水循環について理解と関心を深めるために、水循環に関する教育を推進します。

理想の姿 みらいに水を引き継ぐ～水を次世代につなぐ～ SDGs

　次世代の無関心によって、健全な水循環が維持できなくなる可能性があります。

確認結果

水から守る取組み

地域防災力の強化　：水害対策を強
化する

・地域防災力の育成・強化（再掲）
（地域防災推進リーダー育成事業、自主防災組織
育成事業）

企画・提案・要望等



実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）
実現する姿 主な取組み 確認結果企画・提案・要望等

水に関する研修・防災訓練　：非常時
に役に立つ知識を身につける

・研修・防災訓練の実施（再掲）



施策カルテ ４ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

・Instagramフォトコンテストの実施

・ＬＩＮＥによる水の紹介

実現する姿 主な取組み

SNSの活用　：情報ネットワークを活用
する

水から守る取組み

水を活かす取組み

ハザードマップの活用　：水害リスクを
周知する

地域での情報発信　：身近な情報を
伝える

水を育む取組み

確認結果

・「広報おおさかさやま」の発刊

・洪水浸水想定区域図の公表（再掲）

・防災マップの作成（再掲）

・内水・ため池ハザードマップの公表（再掲）

企画・提案・要望等

・LINE による水の紹介

　☑水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　幅広い関係者が、水循環活動に参加しやすくなるように、広報・周知の充実に努めます。

理想の姿 水に関する情報を知らせる～大阪狭山の今を届ける～ SDGs

　適切な情報が届かず、水循環を支える活動へ協力・参画がなされない可能性があります。



実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）
実現する姿 主な取組み 確認結果企画・提案・要望等

・狭山水みらいセンター(せせらぎの丘・かがやき広
場)の開放と施設見学（再掲）

・水に関する出前講座（再掲）

PR活動の実施　：多様なメディアを通
じて発信する

・郷土資料館での企画展開催

・市内の歴史文化遺産の魅力発信

・特産品、まちづくり施策などの魅力情報の発信

・狭山池シンポジウムの開催（再掲）

・市特命大使による魅力情報発信

・「広報おおさかさやま」の発行



施策カルテ ５ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

生物の生息環境の保全　：身近な生
きものを守る

水辺の生きものの調査　：地域の生態
系への知見を深める

水辺環境の整備　：美しい環境を維
持する

・水辺でのバードウォッチング

・様々な人による狭山池周辺清掃活動
（狭山池クリーンアクション）

・ヒメボタルの保護・育成

・狭山池バタフライガーデンの整備・管理

水を育む取組み

・身近な水辺の生き物調査（再掲）

水教育イベントの実施　：水に対する
関心を高める

ため池の池干し　：水質を改善する ・水質改善対策として狭山池の池干し

・自然体験学習（再掲）

・ヒメボタルの調査・保護講座開催

・市民協働による、河川の除草・清掃活動
（アドプトリバー・プログラム）

水を活かす取組み

　□水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　身近な水辺の生態系をまちづくりにも取り入れ、生物多様性の保全と両立します。

実現する姿 主な取組み 確認結果企画・提案・要望等

理想の姿 水と生きものが共生する～水で生きものを豊かにする～ SDGs

　多様な生きものがいなくなることで、豊かな水辺環境が損なわれる可能性があります。



施策カルテ ６ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

ため池の池干し（再掲）　：水質を改
善する

・水質改善対策として狭山池の池干し（再掲）

・上水道施設の維持・保全（再掲）

水を育む取組み

・ため池等での高所樹木剪定等の維持管理（再
掲）

・暗渠等の農業用水設備の維持管理（再掲）

・持続可能な下水道事業の運営（再掲）
施設の維持管理　：楽しめる景観を維
持する

　□水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　身近なため池や農業用水路、河川の魅力を再認識しながら、快適な水辺景観を創出します。

確認結果

水を活かす取組み

理想の姿 美しい水辺を守り・創出する～水が景色をいろどる～ SDGs

　都市の水辺や里山の価値が理解されないと、美しい景観が失われる可能性があります。

企画・提案・要望等

・様々な人による狭山池周辺清掃活動
（狭山池クリーンアクション）（再掲）

・狭山池公園（遊歩道・桜並木）

実現する姿 主な取組み

・狭山水みらいセンター
（せせらぎの丘・かがやき広場）

川・池・緑地・公園の整備　：景観を楽
しめる施設を整備する

川・池の除草・清掃　：美しい環境を
みんなで守る

・市民協働による、河川の除草・清掃活動
（アドプトリバー・プログラム）（再掲）

・各地域での水辺関係美化活動



施策カルテ ７ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

・大阪府下を代表する大野ぶどう

・狭山池ダムカレー

・桜並木ライトアップ・イルミネーション
（狭山池北堤：春・冬）

・大阪府立狭山池博物館

・狭山池まつり

・ヒメボタルの鑑賞（再掲）

・狭山池　池底ツアー
（池干し中の池底を散歩）

水辺を活用した観光　：水辺の魅力を
活かし、にぎわいを提供する

水辺・水と関連した施設の整備・活用
：地域の観光資源を再発見する

特産品・名所のＰＲ（一例）　：直接み
たい・訪れたいと感じる情報を提供す
る

・狭山池公園（遊歩道・桜並木）（再掲）

・レンガ造りの暗渠

・狭山神社・三都神社

・Instagramフォトコンテストの実施（再掲）

水を活かす取組み

　□水から守る 　☑水を活かす 　□水を育む

　狭山池や農産物など本市の水を活かした観光を通じて、まちの魅力をPRします。

実現する姿 主な取組み 確認結果企画・提案・要望等

理想の姿 水でまちを活性化させる～水がまちを魅力的にする～ SDGs

　まちの良さを活かせなければ、水循環を支える地域の活気が衰退する恐れがあります。



施策カルテ ８ (案) 確認年月： 　　年　　月

課題認識

施策の方針

３つの柱

実施時期 活動レベル 連携体制 マッチング要望

実施予定時期 （1～5） （関連事業等） （あり/なし）

・花いっぱい運動
（休耕地のガーデニング）

・市民協働による、河川の除草・清掃活動
（アドプトリバー・プログラム）（再掲）

・アドプトリバー三津屋川を美しくする会

・狭山池シンポジウムの実施（再掲）

水辺に関する意見・情報共有の場の
提供　：みんなの想いを共有する

地域で水辺清掃・休耕地のガーデニ
ング　：快適な環境を地域のみんなで
創る

水を育む取組み

・「私の水辺」大発表会（再掲）

実現する姿 主な取組み 確認結果

水を活かす取組み

・狭山池まつり（再掲）

企画・提案・要望等

ウォーキングコースの設定　：水と親し
めるアクティビティを提供する

・史跡講習とウォーキング

水辺を活用したイベント　：水辺のに
ぎわいを創出する

・Instagramフォトコンテストの実施（再掲）

・様々な人による狭山池周辺清掃活動
（狭山池クリーンアクション）（再掲）

・地域での夏まつり

　□水から守る 　☑水を活かす 　☑水を育む

　水関連イベントや市民農園など、水辺空間を活かした賑わいの場を創出します。

理想の姿 水で住民をつなぐ～水に人が集う～ SDGs

　多様なコミュニティがないと、水辺のにぎわいや支え手が失われる可能性があります。


